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印刷複製技術と伝達⽅法によって出版が変化
デジタル複製とネット流通によって劇的な変化
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電子書籍ブーム
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• ブームの背景：出版不況，米国プラットフォーム
• コンテンツ：印刷書籍のデジタル化／試行錯誤
• 政策（三省）：日本型ビジネスの模索／国際競争力
• ビジネス連携：数々のアライアンスが誕生
• デバイス：電子書籍端末が登場したが・・・
• 活字離れではなく，情報流通の変化と読書の多様化
1990 データディスクマン（ソニー）
1993 デジタルブック（NEC），インターネット商用利用
1994 オンライン雑誌『hotwired』，Netscape Navigator
1995 CD-ROM『新潮文庫の100冊』，Windows95発売
1998 ボイジャーT-Time，ロケットeブック（米国）
1999 電子書籍コンソーシアム実証実験開始
2002 eブック総崩れ状態（米国）
2004 リブリエ（ソニー），Σブック（松下）
2006 iLiad（iRex），ワーズギア（松下）
SONY Reader（米国ソニー）
2007 Kindle（アマゾン）
2009 Kindle2，nook
2010 iPad（アップル） ， Kindle3， GALAPAGOS（シャープ）
2011 iPad2 ， Kindle Fire
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電子書籍端末の歴史
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専用端末
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「電子書籍」に向く本の種類
一般誌・専門誌
雑誌
本
書籍
児童書（絵本・仕掛本）
芸術書（画集・写真集・書）
専門書
（人文科学・社会科学・自然科学）
一般書
（文芸書・教養書・実用書）
その他
（ 地図・ 法令・ 楽譜）
教科書
（ 検定・ 参考書
）
辞書・事典
電子書籍
（文字中心）
eラーニング
電子ジャーナル
コミック
（マンガ雑誌・コミック本）
学術誌
デジタル雑誌
電子辞書・ネット百科
デジタルコミック
デジタルマップ データベース
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国内外の電子書籍市場
• 米国における電子書籍市場：専用端末による市場形成
– 全米出版社協会（AAP）公表 （対一般書籍3.20％→8.32％）
• 電子書籍：2010年 4億4,130万ドル（360億円）← 2009年 1億6,690万$（164.4%増）
• 書籍：2010年 116億7,000万$ ← 2009年 112億5,000万$（3.6%増）
– 推定書籍総売上高（対書籍1.3％） 出版ニュース2011.5/上
• 電子書籍：2009年 3億1300万$ （290億円） （176.6%増）
• 書籍：2009年 238億6,000万$ （1.8%減）
• 日本における電子出版市場 （インプレスR&D2011調査）
– 650億円 2015年2000億円予測
• 書籍・雑誌市場（1兆8,748億円）の3.5％程度
• 電子辞書の市場（400億円規模）を含まない
• 電子書籍タイトル数
– 日本電子書籍出版社協会：4～5万タイトル
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国内外の電子書籍市場 IGAS eBook Forum2011
• 中国 1,050億元（1兆2600億円）／出版印刷12,698億元
– 書籍・雑誌・新聞・音楽・ゲーム・アニメのすべてのデジタルコンテンツを指す
– 携帯電話コンテンツ市場も含む
• ドイツ 2120万ユーロ（22億円） 書籍市場の0.5％
– 8割の出版社が対応し，4割の新刊が同時に電子版（現在6万タイトル）
– 2011年4月21日Kindle発売（米英に次3番目） 「Kindle Store」独語2万5千点
• イタリア 70万ユーロ
• 英国 5300万ドル （2010年に1.5％が2015年には14.2％）
• 韓国 1.80億ドル （2013年に5.3憶ドル）
• インド 書籍市場25億ドル（出版15－30％の成長）電子書籍2％
• 電子書籍専用端末
– 米国が特出した成長をするが，日本欧州はユーザーに受け入れられていない
– 中国では多数の端末が発売
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電子書籍端末/コンテンツの三つの流れ
←ウェブコンテンツ
『ＥＰＵＢ』
出版物・ＤＴＰ→
『交換フォーマット』
出版物の流れ ウェブコンテンツ
の流れ専用端末 タブレットPC
ケータイコンテンツの流れ
多機能ケータイ
スマートフォン
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書籍と電子書籍の“市場”
・デジタル的表現
・マルチメディア
表現に限らない
・所有性
・文字表現
・芸術的要素？
印刷書籍を元にし
た電子書籍市場
出版社のアプローチ
次世代電子
出版市場
印刷書籍
市場
市場の拡大
クロスメディア
ハイブリッド
turned-digital born-digital printing 
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一般誌・専門誌
雑誌
本
書籍
児童書（絵本・仕掛本）
芸術書（画集・写真集・書）
専門書
（人文科学・社会科学・自然科学）
一般書
（文芸書・教養書・実用書）
その他
（ 地図・ 法令・ 楽譜）
教科書
（ 検定・ 参考書
）
辞書・事典
コミック
（マンガ雑誌・コミック本）
学術誌
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XML電子書籍
（文字中心）PDF電子書籍
（レイアウト）
電子書籍点数の増加
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電子書籍コンテンツの多様なつくり
• マルチメディアコンテンツ
• デジタル雑誌（リフロー）リッチ
• リフロー
• 文字主体
• 配信フォーマット（DRM）
XML系
（交換フォー
マット）
• DTPワークフロー
• 新刊と同時発売
• 図表／レイアウト主体
PDF系
（検索）
• 印刷書籍から制作
• 既刊本／品切れなし
• 自炊対策
スキャン画像系
（検索用OCR)
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従来の出版流通
お金
出版社
（複製・質的保証）
取次
（流通）
書店
（販売）
著者権者
（生成）
読者
（消費）
図書館
（蓄積）
公的運営費
自立的情報流通システム
読者による「表現の自由」
の確保
国民の「知る
権利」の保証
税金を使っているから無料なわけではない
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デジタルアーカイブと情報流通
著作権法の改正
デジタルコンテンツ流通促進法制（H19）
国⽴国会図書館蔵書のデジタル（H21）
公的運営費
出版社
（生成加工）
著者権者
（生成）
読者
（消費） デジタルアーカイブ
（蓄積・流通）
国立国会図書館
機関リポジトリ
複製・流通よりも生成コストが大きい
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電子書籍の流通基盤
出版社
（生成加工）
著者権者
（生成）
読者
（消費）
電子書籍アーカイブ（制作／保管）
（広告収⼊）
（収益配分）
購入
電子書籍の流通基盤
標準ファイル形式incubator
電子書店
（ＤＲＭ）（顧客管理）
（課⾦決済）
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出版デジタル機構（仮称）
• すべての出版物のデジタル化を目指す
• 電子出版ビジネスの公共的インフラを整備
• 国内で出版されたあらゆる出版物の全文検索を可能にする
• 出版物のデジタルデータの保管
• すべての出版物のデジタル化の支援
• 電子書店への配信業務のサポート
• 図書館に対する窓口機能
• 国立国会図書館が電子化をおこなった雑誌・書籍の民間活
用の担い手
• 各社の著作権者への収益分配を支援
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出版流通
品切れ・絶版 閉架書庫
図書館蔵書
出版流通と図書館蔵書とデジタルアーカイブ
時間
デジタル
アーカイブ
数
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印刷書籍＋電子書籍
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コンテンツの生産と流通消費
著者
出版社
取次
書店
読者（本/リアル）
ユーザー（デジタル/ネット）
コンテンツ
ソーシャルメディア（SNS/Wiki）
新しい流れ
従来の流れ
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本/図書館/大学
• 知識の構造化/体系化
• 個人の知識（作家性）
• 責任の所在（実名）
• 信頼性/権威性
• 保証
ネット情報基盤
• 情報の検索/データの集合体
• 集合知
• 責任の分散/曖昧性（匿名）
• オンデマンド/カスタマイズ
• 最大効果
知識の生産・流通基盤の地殻変動
新たな情報基盤の登場
グーグルブック検索（巨大なネット電子図書館）
デジタル・アーカイブ（知識データベース）
Wikipedia などの「集合知」
文化産業の二面性
「我々の守るべきもの」と「我々のビジネスモデル」の乖離
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コンテンツと「信頼性」
出版・新聞コンテンツ
品質・信頼性・権威
ＣＧＭ
即時性・大衆化
ケータイ小説
ウィキペディア
ネット新聞
クリエイティブコモンズ
一億総クリエーター
インキュベーター
天賦の才能との出会い
読者の存在と対価
Guarantee
Best effort
出版・新聞
ネットビジネス
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